
                                         

     

 

 
ヒマラヤ山脈とカラコルム山脈に挟まれた一帯、インドのラダック地方の標高 3000～5000 メー

トルの高地に多くの蕎麦に関する文化がはぐくまれてきたと伝え聞いた講師は、その真髄を求

めて現地を訪ねました。そこで講師が見聞きしたものとは？ 

輪廻転生を基本とするこの地方の文化、風習は現在の日本人社会とおおよそ対極にある驚くべ

きものでした。 

以前ミニ講座でブータン王国を紹介した埼玉の蕎麦打ち名人が、今回はインドラダック地方 

を訪問。そこで学んだ社会や人のあり方、自然との付き合い方についてお話します。 

（この講座は、日本語で実施されます。） 

 

日 時：平成 29 年 10 月 30 日（月）13:00－15:00 

場 所：さいたま観光国際協会 国際交流センター ぷらっとサロン 

（JR 浦和駅東口 コムナーレ９階/浦和パルコ上） 

参加費：無料 

定 員：50名 

講 師：平林知人 氏 

元商社勤務。いつの日か、蕎麦打ちの魅力に嵌り、日本の食文化の深さを知り、素人蕎麦打ちを趣味にし

ている。江戸ソバリエ・ルシック会員、うんなんの会、ソバマニグルマ研究会、チーム農援隊等を主宰。

「蕎麦」の川上である蕎麦栽培から、蕎麦和食文化研究、蕎麦の歴史等、幅広く仲間と研究に励んでいる。 

 

 [お申し込み・問い合わせ]  

(公社)さいたま観光国際協会 国際交流センター ぷらっとサロン（JR 浦和駅東口 コムナーレ９階/浦和パルコ上） 

電話：048-887-1506  FAX：048-887-1505  E-mail：iec@stib.jp 

申込用紙【ミニ講座 10 月 30 日開催】 

※お電話・メールでのお申込みも承っております。            満席になり次第締め切ります。

「ヒマラヤ 秘境地に蕎麦のロマンを求めて」 

～インド ラダック地方で学ぶ～ 
ミニ講座 


